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設計コンサルタント業務等の現状

○公共工事の削減に伴って、競争が激化しており低入札が増加
⇒ダンピングの恐れ

○調査・設計は、公共工事の品質確保を図る上で重要な役割を果たすが、近年
品質確保に懸念

⇒低入札により必要な労力が投入されていない恐れ

低入札に対する懸念を確認するために、以下の状況を調査・整理

落札率と評定点の関係

落札率と利益率の関係 ・土木（土木関係の建設コンサルタント）
・測量
・地質（地質調査） のそれぞれについて整理を実施

平成20年4月より、低入札価格調査制度の調査基準価格を下回る価格をもって契約した業務を対象に実施。
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■問題意識

■業務コスト調査の概要

■分析の視点
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落札率と利益率・評定点の状況

業種別 利益率の状況（平成２０年度業務コスト調査結果等）

業種別 評定点の状況（平成２０年度全業務）

＜土木＞ ＜測量＞ ＜地質＞

「当該業務全体の平均点」以上の業務数割合

各落札率帯の平均点

＜土木＞ ＜測量＞ ＜地質＞

赤字業務 黒字業務
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